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要約 

本研究は を 中年 性の りから 性4 代の 代性を したものである。先 研究の多くは ３ 代を

親子関係の重なりとみなし その重なりから 代性の研究を っている。しかし 代性の という からは

多くの 代の重なり その から 代性をとらえる 要がある。本研究の目的は か て育てられた者がどのよう

な 代性を を 代に たいと思うに至るか そのプ セスを らかにすることである。調査 者

は 自らも「 代性」という発達課題に している を 中年 性である。調査 法は 法とした。

法には ラ ンデッ セ ー法を用いた。その 代性を プ セスにおいて 者は 代

性の 的 と 的 を ことが され そして 代性を プ セスにおいては 人のライ

サイク にお る自らの を 代 サイク にお る に置き えることが された。また 2 のプ

セスの 期には 「 親」のアイデンテ テ にかかわる が起こり このような を て 者は 代に

す きものとして 「 」「 」「 業」を ることに至ると される。 

キー・ワード 代性 プ セス ライ サイク ラテ アプ ー アイデンテ テ   

 

Ⅰ 問題と目的 

 平 の びに伴う高 の は

代 の関係性にも大きく する。たとえ 中

年期にお る発達課題である「 代性」が 高

期においても重要な発達課題であり（Cheng
2009） により高 期になっても 親役

が しない傾向が 著である。このように一

の 代の発達課題が の 代にまたがって

在することは 代 の関係性の が 念さ

れ （2000 （2007）は 親子関係の

長期 ・重 ・ と論じている。 

 代の関係性を えたとき その も 的

は を な ということである。そして

い を「育てる 育てられる」という営み

を じ り合う の 代が び付 られてい

る（ 2010）。したがって 昨今の を

みたとき この「育てる 育てられる」関係の

「 性」を えることが 常に重要になって

くる。 育を る 代 の 性を するに

あたり 多くの を与えるものが「育てる」「は

く 」「 」をその 念の中に 「 代性

（Generativity）」（Erikson 1964/1971）である。 

 Erikson は 自 のライ サイク 論

1982/2001 の中で 「自己 性」を 人

のライ サイク と「 代 性」のライ サイ

ク とを び るものが 「 代性」である。

と ているが 「 代性（Generativity）」とい

う用 自 generation（ 代）と generate（生

み す）とを 合わせたEriksonの で 子

を生み すこと 生 性 創 性といった 念

を する（Erikson 1950/1977）。 
このような多 的な「 代性」の 念を 理し

たのは McAdams & Aubin 1992 である。 ら

は 代性の動 として 的 （ 人の

を き動かす い 性）と文 的要 （

人が期待される 献や 的 ）を し

これらに動 られ 代性の関心が 起させ

られる 念 デ を った。これにより「生 性」
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の に りがちであった 代性研究が大きく

進したといわれる（ 2010）。 
 その しい理論を展開させたのは

Bradlry&Marcia（1998）である。 らは 中高

年者の 代性の意 や を 自己に向いている

か 者に向いているかで 関心と 動を に

5 のタイプに した。 
 本 にお る 代性の研究は に な

く （2005）は McAdamset al. 1992 の

念 デ をもとに 本 代性関心 を

その 本 の文 的 を した質問 目を

して 改 代性関心 を 成した（

・ 2007）。 
（2008）は ら（2007）の を用いて

中高年者の 代性を し 代性は中年期より

も高 期に高くなると報告している。 
 （2005a 2005b）は 代を育みたい

という広 な 代性が 思 期にはすでに 在し

ているとして 代育成 を 成した。 

代性研究の中でも 子関係に 目した研究

を やま （1988）がイ ー を用いて い

山（2011）は じくイ ー を用いて 配

置に現れる の3者関係から 代性研

究を っている。先 研究の多くが 1 人の

代性に を てているのに の 代の

関係から 代性の生成を したところは て

意 いといえる。しかし 代の関係から

される 代性は に 育 動 を指すのでは

なく「 を う する」など 生活

に と えられる。 

また 先 研究の多くは 1 の時 からの調

査にとどまる。 掲の 山（2011）の研究は

期 現在 と3時 をもう ているが

者を 代としているた 代性の と

してのプ セスにとどまり 代性を発 する

としてのプ セスがわからない。 代の

性を するには この と の

プ セスを に見ていく 要があると える。 

このような あるいは となった

人の プ セスには その 人の からの

が されるが この に きMcAdams et al.
は のように論じている。 代性は 人の置か

れた 的・ 的文 により の を見

せ（McAdams, Aubin & Logan , 1993） その

の は 人の や 成の すなわち

物 られ に現れる（McAdams et al., 1992）。 

これらを して本研究の目的を る。本研

究は先 研究で見られた ・ ・ の3 代を

4 代に広 代性という発達課題に して

いる中年 性を中心として 代の重なりから

代性を しようというものである。 

2 の 3 代を設 することにより 者で

者の 代性の としてのプ セスを 者

で 代性の としてのプ セスを する。

また から に至る 期にはどのよ

うな 人的 があり それが 代性に どのよう

な を すのかを したいと える。 

 育てられた者が の 代の関係性の質やそ

れ れの 育 の中で どのような 代性を

長い時 を て を 代に たい

と思うに至るか それをプ セスとして えなお 
すことが本研究の目的である。 
 そのプ セスは 期から中年期までであり

およそ人生の にあたる。長期時 の中で

い 代性を 今 は き 代性とし

て しなおす を ることが される。し

たがって の McAdams et al.の指 に い本

研究の調査 法としては ラテ アプ ー が

であると えられる。  
さらに本研究は 代性という 念の中 をな

す 育性に 目した研究であるが なる 育

動にとどまらず 生活 を に入れた

代性を するところに本研究の 自性がある。 
ここで 本研究で らかにする 代性の を

にしておきたい。 本（2007）はErikson の
Generativityを 「 代性」と し 達成された
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表  ー ド 

自らのアイデンテ テ でもって 者を支え育

てること と している。本研究ではこれに

じることとする。 

この に え 「 代性」が達成されるた

の特質として 者へのアイデンテ テ の

（ されたアイデンテ テ でもって 者へ

コミットすること） 性（自己中心的ではな

い 者への関心と関与）が 欠の要 として

られる（ 本  2007）。 

 

Ⅱ 方法 

1.予 調査 

平成27年5月 共 設や 者自 にて  
50代の中年 性2人を調査 者とし の子育

てを る 者 3 代のかかわりを中

心に き取り調査を実 した。 は 70 代

から 80 代であり は 10 代 から 20 代

であった。 

 

2.本調査に の  

調査において 調査 者の に さ 

が見られた。またインタビ ー中 者の 親

の が 一されていなかったた をし

た場 が にあった。これらの問題 を まえ

本調査では 者の の 起を の

を にするた 事 にイ ー を 成

させた。そして それらをインタビ ーガイ の

補 として 用した。  

3.本調査 

1）調査時期 

平成27年5月から11月まで った。 

2）調査場  

者自 や大学 の 共 設であ

った。 

 3）調査 者 

中年期の 性8人であった。年 の は40
代 3 人 50 代 5 人であった。 業は 務員 1
人、 学 常 1 人 学習 1 人 自

営業 1 人 （専業 ）4 人であった。

の に在 するものが3人 に

在 するものは5人であった。 者の 親は60
代1人 70代4人 80代3人であった。 業は

教室教授1人 ート 業員1人 （専

業 ）6 人であった。また の年 は 10
代 2 人 20 代 6 人であった。 業はいずれも大

学生である。 に 者のうち 期に と

をしていたものは 1 人であり 7 人は で

あった。現在 と をしている 者は1人で

あり 7人は であった。 

 4）調査時  

 1人 たりおおよそ60 から100 を要した。 

 5）研究の および倫理的配  

 調査実 に たっては研究の プライ シ

ーの 倫理 の配 に いて な を

い 解を た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

り い 的 問

い い し

い とはあり す

あ は 方 し い ， と， と

人 の い の ード

期 時 ，あ と ，あ と の関係は 期と比 変 り し

自分にと は に し あ と との関係 変 とは

と自分の との関係性 と自分の との りは り

子 の り方は し い 自分の子 と じ とをし いる と感じ とは

い のは 子 を手 い と，自分と と感じ とは

子 の 子 一 ， とい いはあり す

子 の 行時期 自分の時 と

今度は を する ， は のよ に い す

に子 生 と する とは 合 　

自分 に い の　自分 い のは

あ の子 と にあ のは

成人期と

の自分 い い の，あ 手にし の

記 の の 者の関係性

い いるときの感 ， き

期， 期

生 と る
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6）調査  

まず 者には事 にイ ー を 成して

もらう。イ ー する時期は 者の 期

の 期 現在 である。イ ー する

は 者と 親および 3 者のかかわりに

いてである。 者が の時期に いては

者の と 親 そして 者とのかかわ

りに いてのイ ー を してもらう。補

の 文は 自 であり があった場合

には りに ものとする。用いる は自

であり も 者の自 とした。 き

わった は 開 に し かれた時

期や場 に って インタビ ーガイ （表 1）
をもとに を実 した。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.分析 

を 成し ラ ンデッ セ ー法

Strauss&Corbin, 1990 に り を った。 

 

Ⅲ 結果 

 1. ーと概 図 

の 5の上 カテ ーと11の中 カ

テ ー 27の カテ ーを た。表2は上

カテ ーと中 カテ ー および カテ

ーにコー の を 応させたものである。こ

れをもとに 成した 念 「 代のかかわりから

みた 人の プ セス」を 1に す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表  位 ー， 位 ー，下位 ー，下位 ー ード数 

上位カテゴリー 中位カテゴリー 下位カテゴリー ードの数

4

3

4

6

3

3

4

3

3

5

1

4

5

2

2

3

2

⼥性性 6

⽣のほとばしり 6

2

4

3

2

2

DNA 2

5

2

波動

胎動

誕⽣

宝

依存と黙従

愛とエネルギー

いたたまれない

動と靜

⺟性が育つ器

世代の⼒動

私はここにいるという体験

作業

⼼の拠り所
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 作業 ＜そ き ＞ 動
生 は にいるとい

＜外 変 ＞ 

い い ＜ を える＞

＜ 関係性の ＞ 

従  

動と  

＜内 変 ＞ 

＜ め い い＞ 

 

の り ＜ 対的 ＞ 

＜安 感に いる＞ 

と ル ー  

＜期 い い＜あき める方 楽＞ 

＜ ＞ 

＜子 と を 有する＞

＜子 の を し ＞ 

＜安 し に い ＞ 

＜ にし き い と＞ 

＜ との対 ＞

の力動  

性性

＜ 分子外し＞ 

＜関係の じ ＞ 

＜生き いとい ＞ 

生の と しり  

＜関係 に る＞＜ 続 る＞ 

＜重 る＞

＜ とし るとい と＞

＜関係性の 自分の 位 を る＞ ＜DNA＞

作業 ＜手を し＞ 

性  

動  

 位 ー  位 ー ＜ ＞下位 ー  変        影響       対比       作      

 
 

 

 

2. とし の ー ー   

 生成されたカテ ーと それらの関 による

人の プ セスの 念 を に すスト

ー ーラインにまと た。なお 上 カテ ー

は  中 カテ ーは  カテ

ー  で した。また 者を「 」に置き

えた。 

 期には や とのかかわり 自 の

育 から 々な りが見られた。 

的な 在 である や に 心の

り として しながらも いち く 期

待されていないと感じる や のうち自

しく たられたことで あきら る が

と達 をしていた。 

また の生い ちは な関係性の中

で育 ことを意 させ それは時として み

を える こととなった。また 的 在  

は 心感に まれている 感 を与える一 で  

 

 

 

動の 在であり 子どもの 力感から とかし 

たい れどもできない いたたまれない 気

ちで に していた。 

そのような中から 思 期や 年期を迎える時

期に が起こってくる。 もなくす てのこ

とが気に わないで や に したり 実

に を び したり または の で自

を 自 が せるようになる。これらの

は へ向かう である。 に向かう

もあり、これは気 きと るものである。

生活するということが いかに大 なことかわか

ったり、 の 意に気 いたりしている。 

このように この時期の というのは 動と

の がある。しかも は これ で

は わらず で起きる 事にその 動 を

え の 事では り りの りが見られた。

特に ていた思い は の と にして

られた。 

図  の り 個人の
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やがて ・ を する。 親に の

育を ってもらうことで 一気に が多くな

る時期である。より い 子育ての を用意し

てもらった ことを感 し 子育てで と

を共 する ことでわ かまりをなくしたり 進

を感じていた。中には ま が 在の場合

もあり このような 代の ながりを 性が育

のように感じ ここで 心して 親にな

っていく 感を た。  

しかし この時期は 代も子育てを えてお

らず 代 で子育てが みなく れ る 。

親子 えに 重なる 感じは 関係が にな

る と 関係のねじれ や 子 し を く。

この時期に 代の力動 が活発 している 子

がわかる。 

また 代が 性性 で なることは

意 を高 る。しかし この時期の 力の

イタ テ ーは 生の と しり のように

っている。 育者の役 が 々と に き 代

代も させる 動 の時期である。 

 は 子育ての中で み い はここにい

るという をする時期である。 との

は ある意 時代との でもある。

にしかできないこと は「 親」としての を

られていた。 関係性の中で自 の ち 置を

る ことも 代のかかわりの中で自 の 在

意 に れる であった。それは しい の

生 である。 

 代に たいと思っているもの

として 業 にかかわることや DNA  

と ー に関 したことを た。

や からは 人には それ れが う き

事 があり を った らし は を る

ことを教えられ や 向きさ 生きた

いという を学ん と た。 

DNA は が の に れている を

的にとらえ 々の性 や が てきたこと

に や との がりを感じていた。そして こ

れらはす て 現在の を っているものとし

て か がえのない としていた。 

 

3. の り 個人の  

ここでは 1で した 代のかかわりからみ

た 人の プ セスを 2 期に を 代

性の としてのプ セス を 代性の

としてのプ セスとし それ れの を

カテ ーの に れながら した。カテ

ーを 用した場合には 上 カテ ーは

 中 カテ ーは  カテ ー

を  で した。なお の が 要な場

合は（ ）にて 者が補い 者を「 」とし

た。 

 

1） 代性の としてのプ セス 

 この時期は 動 というカ

テ ーで られる であり およそ の

にあたる。 人ライ サイク で言え

期から思 期および 年期である。 

この時期は一 に や に われた

や られているという感 を っており 心

感に まれた ている 期を っていた。 

や の 在はい も わらず 的な

心の り になる一 で、その 性 えに

は気がかりになる。 等感や 感を感じた

り による われ の は には ら

れたと り あきら る が の気 ちへ

と わっていった。 

特に 自 の 育を る と の意見の

い いや 大 の中での 親の は

みを伴うものであった。子どもの 力感 え

るには びないが るしかない を表すカテ

ーとして いたたまれない とした。 

ここで特 す きは カテ ーのコー

である。 心の り の カテ ーであ

る 心感に まれている 的 在

はいずれもコー が3であるが りはどれも
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これらのコー に されるものであった。一

いたたまれない の カテ ーである

期待されていないと感じる あきら る

が な関係性の中で育 みを

える は それ れの 育 により 多 の

コー を しその も多い。 

したがって このような 育 は 育を与

えてくれる 代を 心の り とし し

ながらも いたたまれなさ（い） を感じ

っているとして と表した。 

このような中から 思 期 が起こって

くる。 へ向かう なら や の

ではない の を って 自 が せる

ようになる。また す てが気に わず との

を を び すなど 実 に自 が起

こす 動がある。 の をきっか に 親と

の を まったなども が わったた に

起こる である。 へ向かう は

や への 的 である。例え 的

と思っていた や にも があるとわかっ

たり 親は 表現が で が ましいわ

ではないと している。また 生活していく

ことの を って生活者の から や と

の関係をとらえられるようになったことも気 き

といえる。 ていた思い は や の置

かれた や を えると せ るを な

かった してみたかった どできなかった

という思いである。 で展開される を し

て 期が くやってきた と関 る り

もあった。 

また中には 思 期 年期 や との

かかわりに いては る き事 が いという

場合もあった。 

 したがって これらの の質的な相 から

中 カテ ーを 動と とした。さらに こ

れらの は で展開される の関係

性の にも を した。そのた 目に見え

ず の を えるものとして 動 とい

う 念を上 カテ ーにおいた。 

 2） 代性の としてのプ セス 

 この時期は 動 生 から 生す

る である。 1 の にあたるが

は の に関 付 て されている。 人のラ

イ サイク では 配 者を てから中年期を迎

えた現在までである。実 に 育性を発 して

いる時期であり 代の成長により自 の子育

てを り っている時代といえる。 

 が の は が 在な場合もあり り

がいのある と で が を と み 時

には にとって い 在でいてくれたことで

心して 親になっていく 。また も

事を ていた者には かってもらえたからこ

そ 事が できたのであり 子育ての

を用意してもらった ことへの感 が多く ら

れた。子育てを じて 親と を 合う中に

は に一 した場 もあり 親が発し

た言 から の 親の本 の気 ちを る

もしていた。 

このように 育が 親と を共 する場に

なっていること 親になるのに さわしい

み込まれて 親になれる実感を 性が育

とした。 

しかし 子育てを う 親自 もま 子育

てが わっておらず の が 親に 育を

する場合もあった。さらには 自 にも 第 2
子が生まれる場合もあった。このような では

実 と が との が くなり どこかで ず

子育てが みなく れ （る） 時中

と が 親とセットでいるた 関係が に

なり（る） のなさを感じるようになって

いった。また 親子 えに え や子どもへの

し が ており その 重なり（る） が関係性

をさらに にしていった。 

第に役 の も み し を にあてが

ったり 役 の という 関係のねじれ が起

こる。特に 親と の び きが い場合に



28 お の 子大学心理臨床相談センター紀要 第 20 号 2018 年  
 

は を す 子 し という で現れた。 

この時期は育てられる と 育てる 親の

育性が イ ミックに動き じり合って

代が 育という目的のた に き動かされて

いく時期であった。この時期の 代の関係性の質

をとらえる 念として カテ ーを 代の力

動 とした。 の 子 し も 代の

力動 に 性性 が わり に いたものであ

り 子育てが 性のみで してしまう が

られた。 

しかし一 では 性性 として な

るということ に 的な意 が多くみられ

た。 代性の の では意 されない

性性 が になると意 されるようになり

コー も６と多い。 

その上 親 代も 性としてま く イ

タ テ ーにあ れ 向上心から や に な

期待をか たり を することもあった。活

性 した ーをあらわす 念を 生の と

しり とした。 

これまでみてきたように 性として なる

（ということ） 代は しく「 親」にな

った に きか あたかも 代の「 親」を

生み す 子 のように する。このような

きから 性が育 代の力動

性性 生の と しり を させるカテ

ーとして 動 と た。 

動 は しい「 親」を生 ではなく

関係性も させ の 的 を す。きっか

は の 言 や 登 期の長引き

の など 々であるが に 解 な問題が

の子育てにも していたことに気 いた は

と の したり また 育の 導は自

にあると気 き 親 にしかできないこと

をやり 自 を取り す をする。さら

には と 自 そして という ながりを

り り 自 は や がやってきた 育の

者であると自 する 関係性の中で自 の ち

置を る も ここでの 的 に まれ

る。これらの りはいずれも「 親」の と

をにじませるものであった。 

ここで注目す きは 代性の の で

みた 動と の からの 動 である。思

期や 年期の としての を して

その が 代と共 できていた場合は

や のない にしかできないこと や

関係性の中で自 の ち 置を る をした

のに し ていた思い を 者 思 期

や 年期 や とのかかわりに いて

る き がないと えた者 また の

が 人の にとどまり 代に わってい

ない場合には 大きな として られたこ

とである。 

まり 親自 も い や に付き合

い を２人で共 できたと できている場

合 あるいは 的気 きであっても 親が

の気 きの を しており いにそのこと

を共 できたと りの中で られた場合は

のない 的 であった。 

このような 代性の の 動 から

を た としての を はここ

にいるという と名付 しい の 生

というカテ ーで 一 の を た。 

生 を した は 代に引き た

いものとして っ先に を た。それ

は に親子関係にとどまらず 者に を し

る力 く生きるた の と った。また

年期になっても 向きな の から 生きたい

という の テ な を 本にしたいと

感じていた。  

そして よりも 今 自 があるのは が自

を生んでくれたからであると の ながりに

思いをはせた。 と じ要 で 事をする がり

を感じ 事を う せに気 き 期は の

に心を たが があって は せ っ

たの と り った。 



  性 4 代のかかわりからみた 代性 を 中年 性の ラテ から 29
 

や から い ものに いて 一

の さから を上 カテ ーとし

それ れが う き 事 がある を 業

や の ながりを DNA  と 生

きたいという を合わせて と

ー と た。 

 

Ⅳ 考察 

 代性の としてのプ セスは の

代から や といった 育性を しなが

らも 自 の置かれた 育 や 代の関係性

から 自 が る 代性の特質を意 し と

の を して その特質を自 の人生に意

るプ セスと される。この一 の れは

人のライ サイク において される。 

一 代性の のプ セスとは 育され

る者 育する者 育しながら や を

な る者とが じ 育 動という目 のた に

一時 じ時 を共 する 代 サイク におい

て される。 

したがって のプ セスとは が

人のサイク での と の を

合わせ 代 サイク での に させるこ

とと される。 

 本研究では が も 育性を た

期に 心感に られ や の 在に

しながら 成長していった が られた。この

ような を 代性の 的 とするなら

自 の置かれた や の 代のかかわりか

らは多くの特質が られ これを 代性の

的 と えることもできうる。 

期はこのような 代性の 的 に

する ったが 思 期や 年期におい

ては 人の特質に応じた という で 応し

ている。 

 これらの は のプ セスにおいて

する「 親」としての の に を す

ことが され の時に 親が応 性を っ

ていることが その の のプ セスの

には重要であることが された。 

このような応 性は 一 では本研究にもみら

れたように 思 期の の心理的 に 動して

起こった「 親」の としての とも えられ

ら（ 山 1998）（ 山 2000）はErikson
の「 代性」の 念に れたうえで 中年期の親

の心理 的 は 年期の子どもとの相 性が

ある と 一 （1999）も が自己の

を る中 親にも としての自 を

親もそれに応じることで自 を見 なおし 中

年期の を り えた研究事例を ている。 

思 期 年期にお る 人的 を アイ

デンテ テ の と するなら 代性の

のプ セスにお る の を「 親」

としてのアイデンテ テ と することも

できうる。 

本（1994）はアイデンテ テ 達成の課題は

年期に らず生 を して り し さ

れるものであること 親の役 に く中年期の

発達課題の達成はアイデンテ テ の達成と関係

していることを指 している。 

Eriksonの 1982/2001 に え 本研究

において された のプ セスにお る

「 親」としての の が 人のライ サイ

ク と 代 のライ サイク を び る「

代性」の である 性が され さらに「

代性」の生成には 人のライ サイク にお

る の を り合う 代が 動して し

代 サイク にお る の 代の に置き

える 要性が された。 

平（2014）はErikson 1982/2001 が 「

代性」を 代と 代の関係であると指 したこと

を 中年期の発達課題である「 代性」とは

代から引き でなく 代 サイク

の中で 代生成をすることである と ている。 

したがって本研究にお る「 親」のアイデン

テ テ 達成の をBradley&Marcia（1998）
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による「 代性」の5タイプから した場合

「 代性」の意 や が に傾 し も（

性 ） 者に向く 関係性 との を き り

し アイデンテ テ にかかわる 動に し

たことで り ・ 性 を し

性 に至らず「 代性」の達成が になった

と できる。 
さらに一 の は 本（ ）が 代性の

達成には 欠と した 者へのアイデン

テ テ の （ されたアイデンテ テ で

もって 者へコミットすること） 性（自己

中心的ではない 者への関心と関与）と て

しい であることが された。 

しかし 思 期・ 年期のアイデンテ テ

の が「親 れ」の文 で論じられるのと い

中年期のアイデンテ テ は 者が

い 代性を「 」と したように 代

を び る があると できる。

Sullivan&Sullivan 1980 は アイデンテ テ

は に親から 的・物理的に れること

ではなく 親との関係において ・相 ・

感を することで より 性を増すとし

ている。 

また McAdams et al.（1993）が指 したよう

に 代性の と のプ セスにおいて

は 人 の がみられた。 のプ セ

スでは 期にお る の関係性や

自 の 育 において 著であり のプ

セスでは を育てる で の関

係性のあり を り 々な がみられた。 

しかし McAdams et al.（1993）の には2
りの え が である。 まり の 代

が合わさり 育 動を じて 代性が してい

く 代 サイク にお る 代性が 的・

的文 の を るのか 人がそれ れ

の時代や を生き そこで された 代性を

ちより相 に を しながら関係性が ら

れている 人サイク にお る 代性が

を るのかである。 代は 員が

者であり, と では人々のイデ ーは

大きく した。したがって のプ セス

においては 人サイク にお る 代性が

的文 から を たことが される。

えて に在 する 者では 本 に特 的

な に関 した りが多く され

による文 的文 の が された。 
一 代性の のプ セスにおいては

現代の高 に特 的な を ていると

される。 まり であれ の年 であ

る 代が ッシ に動き 育 動を支

える になっているという である。これらは

代 サイク にお る 代性が 的な文

から を た例と される。 
また やま （1988）は る

入れる といった に見られる 性的な 念

に 目しているが 本研究にお る りにも 共

の 念がみられた。 期には「 心感に まれ

ている」というカテ ーが い を育てる時

期には「 性が育 」といったカテ ーが

でき このカテ ーは「実 が が を

と 」というコー を んでいる。 

これらのカテ ーやコー を すると

期では「 まれている」のは 人である。 育

者となってからは「 まれている」のは の

代が う であり その 子は に まれる

という 入れ子の を成す。 

代の関係性の も 的 を の と

するなら これらの は その の本質を

的に表していると される。 

に本研究の問題 を る。本研究の目的

に らし合わせれ 調査 は 4 代が

ましい。しかし本研究においては の と

していた 者が 1 名おり その場合も調査

の に んでいる。そのた データに 一性

が されていないことが問題 として られ

る。 
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「生 」という 念を する「 代性」は

関係にある 代 でより になることが

され などの による親 の い

を Eisenberg 1988 は Kinship と名付 て

いる。 ・ ・ 2000 による大学生と高

生の意 調査では 男子は の による

の いを さなかったのに し 子は

の よりも の に して より高い

を し 特に の 在に特 な意 を

与えていたと報告している。 

本 では くから 性が も実 との

び きが い傾向にある。 では 気の に

より 年の親 代が 的に している

代と び く傾向がより 著であり 特に

を介して3 代が し や 活動を し

にも の に る傾向（ 2010）
が指 されている。 

本 にみられる特 的な自 を （2003）
は 親 から ・ する を 本とした

いわ る 的な「 人の自 」は 表向きは

重されながら 親自 の 要のた 子どもを親

に引きとど ようとする傾向もみられ 本 の

年に られている「自 」には「本 と建て 」

的な 重 があり 一 性に欠 る と

ている。 

このような傾向や特 を みると 頭 た

代 の関係性の さを よりス ー な 代

性の「 」に ていくた には 本 におい

ては特に Kinship から 代性を す

る 要性があると される。 

 

＜付記＞ 

本 は平成 年お の 子大学生活 学 人 生

活学 発達臨床心理学 在 時に した卒業論文

の を 成し 大 に ・ したものである。

指導を りました 成男教授に く し上

ます。 

 

＜ ＞ 

 本 の にあたり 指導いた きました お の

子大学大学院の篁倫子教授に く し上 ます。 
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